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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜外来患者様情報＞

・赤石　陽介様：本日受診。現在訪問看護2回/週で来ている為、外来受診を1週毎→2週毎で変更希望あり。今回は7日処方し来週受診予定とし、次回より2週間後の受診とする予定。デポ剤（ハロマンス（150）1A）来週予定であるが減量指示あり。150→100㎎へ変更とする。予約表へは入力済。

・菊地　明子様：不安が強く見られている様子あり。本日不安薬を増薬している。この事に対し、又不安がある様子で「不安薬が増薬になったんですか」と確認される事あり。本人の様子の確認をしていく。

＜来週新患情報＞

センター新患

・小澤　澄枝様（81）女性

現在、八戸市にて長男嫁と2人暮らし。

　H24年に夫が死去。その後も自宅で家事や庭の草取り等をして過ごしていたが、H26年に入ってから、意欲が低下して、ぼんやりと過ごすようになり、臥床して過ごすこともあった。ガスの点けっぱなしがあった為、料理は長男嫁が行うようになり、本人は茶碗洗いだけは行っていた。上記状態から、介護保険を申請して、要介護2と判定され、デイサービスいこい苑(3回/週)、ヘルパー(2回/日)、ショートステイ(嫁が夜勤の日)の利用を始めていた。始めは利用することに抵抗していたが、現在はデイサービスのお風呂を楽しみにしていた。最近になり、「明日風呂？」と何度も同じ話を確認することや、日中ぼんやりと過ごすことや、長男嫁から見ると無気力な状態に見えるとのことで、かかりつけ医の下長内科へ相談。アルツハイマー型認知症と診断され、抗認知症薬が処方となっていた。上記の状態は持続しており、長男嫁が夜勤の時にはショートステイを利用しているが、日中1人で自宅にいてもらうことは心配な為、現在、グループホーム等施設への入所を検討。認知症の鑑別診断を行い、施設入所を検討したいとのことで、長男嫁より相談。
○7/14（月）9：00来院予定

・木村　芳枝様（89）女性

2～3年前に夫がなくなってから、青森市で一人暮らしをしていたが、H26年4月19日八戸市へ転居し、長男と二人暮らしを開始。6月24日からデイケアセンターたのしい家を利用している（火・金）。

青森市で独居生活をした際には、デイケアや小規模多機能入居施設、ヘルパーを利用。つがる市にいる長女が週1回本人宅を訪問していたよう。以前より、転倒による骨折を繰り返し、高血圧症、甲状腺機能低下症、心筋梗塞等の身体的症状により、青森市の整形外科や内科を定期的に受診していた（病歴、介護サービス利用歴等については、それまで長女が主援助者であったこと、かかりつけ医からの紹介状が作成中であることから、現在は詳細不明）。H26年4月19日、八戸市へ転居し、長男と二人暮らしをするようになる。6月5日高木クリニックを初診し、内科薬を処方されている。6月24日からデイケアの利用を開始。
以前から、数分前に言ったことを忘れることや、日にち・曜日を勘違いするようなことはよくあったよう（長男は普通の事として捉えている）。H26年5月に入ってから「長男が二人いる（二人が一緒にいることはない）」「3人で住んでる」「（目の前に一人いて）もう一人の気配がする」と話すことがあり、長男が否定すると「何でそうやって嘘をつくの。」と怒るとのこと。本人長女と電話した後にそのような症状が出るようなると長男は感じていて、症状が出る時は口数が減るとのこと。最近になって上記症状が頻回になっているため、当センターへ受診相談に至る。

○7/14（月）9：30来院予定
